
□ゆるやかに気配を感じるくらし □別のことをしていても、つながっている

□ゆるやかに区切るしくみ

　現在のマンションの多くは、個室どうしが壁によって明確に

区切られた、均質な間取りとなっています。同じ部屋で暮らし

ている家族にも関わらず、丸一日お互いに顔を合わせない、な

んてことが、実はあちこちで起こっているのかもしれません。

　そこで、お互いのプライバシーを守りながらも、くらしの気

配を感じられるような区切り方を考えます。

　いまの住まいは分厚い壁で

守られていて、みんながから

に閉じこもってくらしている

ように思います。確かにそこ

は安全な場所かもしれません

が、心から安らいでいるとい

えるのでしょうか。「一人だ

けど、独りではない」と思え

る住まいこそが、いまの私た

ちに必要なくらし方であると

私は考えます。これは、そん

な新しいくらしの物語です。

　この部屋には、本好きの夫婦２人と子ども１人がくらしています。キッチンで晩ご飯をつくってい

るお母さんからは、共同廊下沿いの棚に本を並べているお父さんの姿も、ソファ横の机で宿題をして

いる子どもの姿も見えません。しかし、お互いに別のことをしていても、音や空気、においが伝わる

ことで、それぞれの生活の気配を共有しながらくらしているのです。

　くらしかたの違いによって、棚の置かれかたや使われかたもさまざまです。また、子どもたちが大きくなったり、仕事をやめ

て念願のカフェを開いたりといったライフスタイルの変化も、棚を移動させることでうまく受け止めることができます。

　そして、みんなのくらしの気配は部屋の外へとにじみ出していき、マンション全体で互いの生活をゆるやかに共有するくらし

が始まります。それは、壁に守られていた生活よりも、ずっと安心できるくらしかたなのではないでしょうか。

□部屋の外にも、つながっていく

　各住戸には固定ユニットが備え付けられていますが、部屋を

区切る壁は一枚もありません。住人たちは可動ユニットである

棚を天井からつるしたり、床に置いたりしながら、思い思いに

それぞれの居場所をつくりあげていきます。
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